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＊ 

 担任に言われた事は本当だった。あれから俺は色

んな先生たちとセックスした。 

 職員室に呼ばれたかと思えば、先生たちに順番に

犯されることもあった。だけど、無理やり犯される

事は無かった。逆に俺が残念に思うぐらい、彼らは

俺の事を心配してくれるし紳士だった。 

 

「虚木。あまり無理はするな。君は毎日、誰かとセ

ックスをしなくてはいけない体質だが、先生とする

のは一日一人で良いからな。先生たちもお前を壊し

たくないんだ」 

 

 先生たちはみんな優しい言葉をかけてくれる。で

も、俺は全員まとめてブチ犯されても全然良い♡この

世界にいる人は皆イケメンだし、俺は大勢に無理や
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り犯されるのだって良いし♡むしろご褒美です♡だけ

ど、俺は良い生徒なので「はぁい♡」と返事した。 

 

＊英語の先生（正常位） 

 

「ダイジョブ～？無理はしないでね？」 

 

 英語の先生はハーフで、浅黒い肌をしたイケメン

だ。彼は身長が高くて男らしい体格をしている。キ

リッとした眉毛と目が少しキツイ印象を与えるが、

彼はよく笑うのであまり気にならない。英語の先生

は笑うと周りに花が咲いたように、幸せなオーラが

漂う。 

 実は、彼は他の先生よりも体臭がキツイ。でも嫌

な匂いじゃなくて、すごくエッチなフェロモンの匂

いがする。彼はいつもは陽気な人で授業中もテンシ

ョンが高くてニコニコしているけど、俺とセックス
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する時は真剣な顔をしていて、いつもこちらを心配

してくれる。とても優しい先生だ。だから俺の方が

物足りなくなっちゃって、こちらから強引に誘うこ

ともあった。 

 

「先生、早くぅ♡♡♡挿れて♡」 

「っ…ボク、実は君が初めてなんだよ。だから、そ

の…ッ♡うんと優しくするからね？無理しないでクダ

サーイ♡」 

 

 先生はぎゅうっと俺を正面からハグすると、俺を

押し倒してきた。ここは特別教室。セックスするた

めに設けられた教室だ。先生は俺を教師用の大きな

机の上に座らせると、俺の股を開いた。 

 

（正常位でするんだ…♡先生、初めてだって言ってた

し、正面からの方がいいのかな？♡） 
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 先生はズボンのベルトをカチャカチャと外すと、

大きなチンポを取り出した。 

 

「わっ…♡」 

 

（先生のチンポ、おっきい♡先生のチンポ、浅黒くて

エッチな色してるぅ♡） 

 

 先生は俺の太ももを抑えると、グイッと左右に開

いた。俺の尻の穴は期待で既にヒクヒクしていた。 

 

「ふぅ♡挿れるよ…？♡」 

「は、はい…♡」 

 

 先生はそうっと俺の尻にチンポを優しく押し当て

た。 


